
 

 
 

 

 

 

 

東洋大学（東京都文京区／学長・矢口悦子）は、GREEN×EXPO 協会（正式名称:公益社団

法人２０２７年国際園芸博覧会協会、会長: 筒井義信、所在地: 横浜市中区)主催の 2027 年

に横浜市で開催される「２０２７年国際園芸博覧会（GREEN×EXPO 2027）」に、2027 年 8

月 7 日から 8 月 15 日の期間で、『つなぐ・守る・体験する「こもれびの森」』（仮称）を出展します 

 

「２０２７年国際園芸博覧会（GREEN×EXPO 2027）」は、国際的な園芸・造園の振興や花

と緑のあふれる暮らし、地域・経済の創造や社会的な課題解決等への貢献を趣旨とし、花や緑との関わ

りを通じ、自然と共生した持続可能で幸福感が深まる社会の創造を提案、横浜から明日に向けた友好

と平和のメッセージを発信するイベントです。 

 

本学の出展『つなぐ・守る・体験する「こもれびの森」』（仮称）では、埼玉県川越市にある本学・川

越キャンパスの象徴である広大な森林「こもれびの森」の魅力と、学生・教職員と地域住民が協働で取り

組む「こもれびの森・里山支援隊」をはじめとした様々な自然保全活動を、国内外を問わず広く皆様に

発信します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■出展の背景と目的 

「GREEN×EXPO 2027」は、自然環境との調和や持続可能な社会の実現をテーマとしています。こ

れは、東洋大学が推進する環境保全と持続可能なキャンパスづくりの理念と深く共鳴するものです。本

学の川越キャンパスは、敷地の約 3 割を緑豊かな雑木林が占める「自然の宝庫」です。私たちは、大切

に維持してきた自然と私たちが行う自然保全活動を次世代へ引き継ぐとともに、2027 年 4 月に本キャ

ンパスに新たに設置する予定の「環境イノベーション学部※」における教育研究活動を通じて、地域社会

へのさらなる貢献を目指します。 

 

GREEN×EXPO 2027 への出展を通じて、キャンパス内に息づく豊かな生態系と、それを守り育てる

人々の活動にスポットを当て、地球環境の保全と新たなイノベーションの創出に貢献する大学としての姿

勢を社会へ発信してまいります。博覧会会場での本学の展示に、ぜひご期待ください。 
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学校法人 東洋大学 

東洋大学が「２０２７年国際園芸博覧会（GREEN×EXPO 2027）」へ出展 

～自然と最先端科学が調和する川越キャンパス「こもれびの森」の保全活動を発信します～ 

 

埼玉県川越市にある東洋大学川越キャンパス。門から校舎まで広大な「こもれびの森」が続きます。 



 

 

■「こもれびの森」と「こもれびの森・里山支援隊」の取り組み 

川越キャンパスには、地域の方々が長年守り続け、本学が 1958 年に取得した約 8ha の雑木林が

広がっています。このうち約 5ha を「こもれびの森」と名付け、多様な動植物が棲む里山の森として維持・

再生するため、2014 年に発足したのが「東洋大学川越キャンパス こもれびの森・里山支援隊」です。

当支援隊は、大学（学生・教職員）という枠を超え、広く地域住民の皆様と協働で毎月活動を行って

おり、主に以下の取り組みを実践しています。 

 

・里山林保全（森林整備）：植栽、下刈り、除

伐、間伐などを通じた生物多様性の確保。 

・森林資源の循環利用：伐採した木や枝葉をご

みとして捨てるのではなく、薪やウッドチップ、キノ

コの原木栽培などに有効活用。 

・環境教育・地域交流の場の提供： 継続的な

生物調査による森の生態系把握のほか、一般

向けの「里山体験」や「木工教室」を開催し、

多くの方々に森林環境学習の機会を提供。 

 

＜「こもれびの森・里山支援隊」特設サイト＞ 

https://sites.google.com/toyo.jp/toyokomorebi/home 

 

 

■2027 年度、川越キャンパスでグリーン・デジタル社会の実現に向けた新学部「環境イノベーション

学部※」を設置します 

多様化・複雑化するさまざまな環境問題を解決に導くため、「デジタル×環境×科学」の分野を横断

的に担える人材を育てるべく、『環境イノベーション学部※』を 2027 年 4 月に新設します。グリーン・デジ

タル社会を技術開発で実現する「環境創造力」、その社会実装の実現に資する「科学コミュニケーション

力」を合わせた総合力を有し、柔軟な思考力により課題を解決できる力を育成する学部です。さらに東

洋大学の根底にある、物事の本質に迫って深く考える「哲学する力」、物事を多様な視点から見極める

「総合知」を育む教育を目指します。 

 

この広大な「こもれびの森」でのフィールドワーク

に加え、エネルギー消費実質ゼロを目指す「ZEB

（net Zero Energy Building）」仕様を採用

した新校舎を建設し、川越キャンパス全体を学び

の舞台にした「実感と実体験にあふれた学び」を提

供します。 

 

＜「環境イノベーション学部」公式サイト＞ 

https://www.toyo.ac.jp/env/ 

※2026 年 3 月現在設置構想中。設置計画は予定であり、内容に変更が生じる場合があります。 

 

 

■２０２７年国際園芸博覧会（GREEN×EXPO 2027）オフィシャル Web サイト 

https://expo2027yokohama.or.jp/ 

 

里山支援隊によるこもれびの森ツアーの様子 

こもれびの森との調和を目指した ZEB 仕様の新校舎イメージ 

https://sites.google.com/toyo.jp/toyokomorebi/home
https://www.toyo.ac.jp/env/
https://expo2027yokohama.or.jp/


 

 

 

【学校法人 東洋大学について】 

東洋大学は 1887 年に哲学者・井上円了により「哲学館」として創立され、「諸学の基礎は哲学にあ

り」「独立自活」「知徳兼全」を建学の精神としています。創立者の志を受け継ぎ、東洋大学の教育理

念である「物事の本質に迫って深く考え、考察を重ねること」を基礎とし、科学する力、実践する力を育て

ることで、地球社会の様々な課題に取り組む力を養うことを目指しています。 

2025 年度現在、白山、赤羽台、川越、朝霞キャンパスに 14 学部 51 学科専攻と大学院 15 研究

科を擁する総合大学へと発展しました。    ＜東洋大学 HP＞ https://www.toyo.ac.jp/ 

 

【本件に関する報道関係の方からの問い合わせ先】 

東洋大学 総務部広報課 TEL：03-3945-7571 MAIL：mlkoho@toyo.jp 

 

https://www.toyo.ac.jp/

